




本調査は小笠原諸島父島におけるヨコエビ類相の把握を目的に行った。調査は 2015 年 7
月から 8 月、2016 年 7 月から 8 月、2016 年 12 月から 2017 年 1 月にかけて、父島の各海岸
および内陸（陸水域を含む）において行った。調査の結果、父島から 4 科 8 種のヨコエビ
類の生息が確認された。ハマトビムシ科では 4 種が確認され、海岸型の Platorchestia 
pacifica と P. sp.、内陸型のニホンオカトビムシ P. japonica、そして海岸型と内陸型の中間





























調査は 2015 年 7 月 23 日から 2015 年 8 月 19 日、2016 年 7 月 28 日から 2016 年 8 月 24





年夏の調査では、海藻中に生息するヨコエビ類を中心に探した。また、2016 年 12 月から


























小笠原諸島父島沿岸で確認されたヨコエビ類は 4 科 8 種で以下に各種の説明と所蔵標本
ナンバーを付記した。また、今回確認されたハマトビムシ科 4 種のサンプリング地点を地
図 1　父島での調査地点
採集地点を●と番号で示す。1 釣浜、 2 扇浦、3 境浦、4 大村海岸、5 宮之浜、6 製氷海、7 初寝浦遊





○ Ampithoides sp.（図 3（A）、標本登録番号 ASAO-A.17001、境浦、2016 年 8 月 7 日）
第 1 触角が第 2 触角より少し長くなるものの、本個体は第 1 触角の鞭部がわずかに欠損
していた。第 1 触角には副鞭が確認された。咬脚は第 1、第 2 ともにほぼ同大だが、第 2
の方がわずかに大きくなる。第 1 咬脚は亜はさみ（subchelate）状である。第 1、第 2 咬脚
第 6 節はどちらも下縁に毛が生えている。第 3 尾肢の外肢に 2 つの歯は確認されなかった。







図 2　父島におけるハマトビムシ科 4 種の採集地点
採集地点を●で示す。（A）ニホンオカトビムシ Platorchestia japonica、（B）Platorchestia pacifica、




○ Aoridae sp. （図 3（B）、標本登録番号 ASAO-A.17002、清瀬川、2017 年 1 月 5 日）
第 1、第 2 触角は長く柄部は太い。第 1 咬脚は第 2 咬脚より大きく、第 5 節が著しく肥
大化した carpochelate 状である。底節板は小さく重ならない。第 3 尾肢は第 1、第 2 尾肢








（A）Ampithoides sp.、境浦、ASAO-A.17001；（B）Aoridae sp.、清瀬川、ASAO-A.17002；（C） 





○ Melita sp. 1（図 3（C）、標本登録番号 ASAO-A.17003、初寝浦遊歩道、2016 年 8 月 17
日）
第 1 触角は第 2 触角より長く、第 2 触角の鞭部と柄部の太さはあまり変わらない。複眼
は小さい。また、第 2 咬脚は第 1 咬脚より大きく、第 6 節は細長い楕円型を呈する。第 3
尾肢の外肢は著しく長く、1 節からなる。シミズメリタヨコエビ Melita shimizui に極めて
似ているが採集個体の体長が小さく、第 3 腹節の腹側板の後縁の出っ張りを確認すること








○ Melita sp. 2（図 3（D）、標本登録番号 ASAO-A.17004 清瀬川：2017 年 1 月 5 日）
本個体は第 3 尾肢外肢が長いことから本属と判断した。sp. 1 に似ているが、固定前およ
び固定後の体色が異なる点や第 2 咬脚第 6 節の下縁に毛が生えている点、本属を種まで同
定するのに重要な触角などの部位に欠損が見られることから sp. 2 とした。本個体の第 2 咬
脚第 6 節は細長く、本属においてこのような形態を有するのはシミズメリタヨコエビ
Melita shimizui のみである。sp. 2 の体色は灰色がかっており、sp. 1 のような白色ではな
かった。また、固定後に本個体は薄いクリーム色を呈する。この他、第 2 腹節背側の棘は
確認できず、滑らかであった。
本個体は清瀬川下流潮間帯部の石の下から出現した。本種のハビタットは sp. 1 と似てい
るが、sp. 1 より海水域に生息する種ではないかと考えられる。
＜Talitridae　ハマトビムシ科＞
○ Platorchestia japonica　ニホンオカトビムシ（図 4（C）、標本登録番号 ASAO-A.17005、
コペペ海岸、2016 年 8 月 19 日）
第 2 触角は第 1 触角より長く、柄部は鞭部よりそんなに太くはならない。複眼は大きく




とは第 2 咬脚第 6 節掌縁にくぼみがないこと、第 2 触角柄部および第 7 胸脚の形態が雌雄
で大きく異ならないことから、P. japonica と P. humicola の 2 種にしぼることが可能であ













図 4　今回の調査において確認されたハマトビムシ科 3 種の写真
（A）（B） オガサワラホソハマトビムシ Pyatakovestia boninensis、境浦、ASAO-A.17011 ; （C） ニホ




○ Platorchestia pacifica（図 4（D）、標本登録番号 ASAO-A.17006、境浦、2016 年 8 月 7
日；ASAO-A.17007、大村海岸、2016 年 8 月 11 日；ASAO-A.17008、宮之浜、2016 年 8 月
14 日；ASAO-A.17009、初寝浦遊歩道、2016 年 8 月 17 日）
第 1 触角は非常に短く、第 2 触角柄部は非常に太い。複眼は大きく丸い。雄の第 2 咬脚
は第 1 咬脚より大きく、第 6 節掌縁にはくぼみがある。雌では第 2 咬脚が発達せず、第 1
咬脚と同じ大きさである。第 1 尾肢柄部の内縁の棘は 3 本以上ある。本個体は固定すると
白みを帯び、背側に赤い縞模様を呈する。また、固定後の第 2 触角は薄い赤色を呈する。
固定後の第 2 触角の赤みは、P. japonica より薄い。
本種は同属の P. japonica および P. humicola より雌雄の形態差が大きいことから判別が
可能である（Miyamoto & Morino、2004）。また、P. joi とは第 1 咬脚第 7 節にとげがある
こと、第 2 咬脚第 6 節の下縁にとげが無いこと、腹肢柄部に下向きのとげが無いことから
判別が可能である（Miyamoto & Morino、2004）。かつてヒメハマトビムシとされていた
P. platensis とは雄の第 2 咬脚第 6 節掌縁のくぼみの位置、第 7 胸脚第 5 節の形で別種であ
ると判断できる。また、P. platensis は生息域が北大西洋沿岸とされていることから、小笠
原諸島に生息しているとは考えにくい。したがって、先行研究において P. platensis とさ
れていた種は、P. pacifica であると考えられる。近年、ヒメハマトビムシの分類の再検討
がされている中で、小笠原諸島に生息している沿岸性ハマトビムシは P. joi ではなく、類
似種の P. pacifica であることが明らかとなった。
本種は境浦の川の河口付近、大村海岸ビジターセンター横にある川の河口付近、宮之浜、
初寝浦で確認された（図 2（B））。初寝浦で確認された 4 個体はいずれも雌であるためよく
精査する必要があるものの、本種とほぼ同様の形質が得られたため、今回は P. pacifica と
した。本種は東京湾において生息が確認されており（小川、2011；笹子、2011）、小笠原諸
島父島にも生息していることが明らかとなった。
○ Platorchestia sp. （標本登録番号 ASAO-A.17010）
外部形態は P. pacifica に極めて似ている。しかし、第 2 咬脚の第 6 節掌縁に切れ込みが
ないことから別種として記載した。Miyamoto & Morino（2004）によると Platorchestia 属









○ Pyatakovestia boninensis オガサワラホソハマトビムシ（図 4（A）（B）、標本登録番号
ASAO-A.17011、境浦、2017 年 1 月 7 日）





先に記載した 3 種とはハビタットの他に、第 2 触角の長さや、第 2 咬脚第 6 節の形など
から、ヒメハマトビムシ属 Platorchestia とは判別できる。本種は同属の P. pyatakovi とは


























Melita sp. 1 は、初寝浦河口域においては確認されたものの、境浦や扇浦、コペペ海岸の
河口付近からは確認されなかった。その一方で、父島の北に位置する兄島のいくつかの沢
においては生息が確認されている（佐々木、私信）。また、Melita sp. 2 は清瀬川河口域の
潮間帯に当たる海水域で確認された。このことから sp. 2 は sp. 1 より海水域に生息する種
であると考えられる。ハワイの等脚類フナムシ属 Ligia において、海産種から内陸種が進




これまでヒメハマトビムシであるとされてきた Platorchestia platensis は、アジアにおい
ては異なる種である（Miyamoto & Morino、2004）ことが知られている。この研究により、
日本全国のヒメハマトビムシの分類学的再検討の必要が生じてきた。父島の多くの海岸に




















































ず、海岸型として Platorchestia pacifica と P. sp. がある。このうち前者は父島の海岸の優
占種であり、多くの海岸では本種しか確認されなかった。宮之浜において後者も確認され
たものの、本種が本当に別種であるか評価するには十分ではない。森野（1991）によると、
父島の他、南島、母島の 3 つの島で P. pacifica が確認されており、父島列島および母島列
島における海岸型ハマトビムシ科は本種が優占種となっている。今後は、聟島列島や硫黄
列島などの父島列島と距離のある島での海岸型ハマトビムシ科の分布の調査が待たれる。




ホソハマトビムシ Pyatakovestia boninensis はこれまで母島のみから知られていたが（森
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